
 
平成 26 年 9 月 20 日 

ＤＡＲＡＺコミュニティ放送 第 23 回番組審議会議事録 

株式会社ＤＡＲＡＺコミュニティ放送 

 

１．開催年月日  平成 26 年 9 月 20 日（木）16:00～17:00 

 

２．場所     鳥取県米子市法勝寺町 70 番地 

         DARAZ CREATE BOX 2 階会議室 

 

３．出席状況   総委員数   6 名 

         出席委員数  3 名 

         欠席委員数  3 名 

         出席委員の氏名  本城祐子 委員長 

                  大原啓道 委員 

                  足立章治 委員 

         放送事業者側出席者名 

                  代表取締役社長  冨田寛 

                  番組制作業務部長 永富久之 

                  経営企画室長   遠藤彰 

 

 

４．議題 

○ 番組についての審議 

 

５．審議の内容 

① 番組についての主な意見 

○ 中海葬儀社 presents ハレトケラジオ 金曜日 15:45～16:00 

パーソナリティ 中海葬儀社 石田さん、福井さん 

＜本城委員＞ 

 オープニングトークと内容が一致しない 

 実際の内容は、まったく違う感じであった 

 社内の内輪話が心地よくない 

＜大原委員＞ 

 パーソナリティとおじさんの掛け合いが面白かった 

 葬儀をテーマに放送が出来ることに驚いた 

 インフォメーションとバラエティの部分をきちんと分けたほうが良い 

＜足立委員＞ 

 葬儀の情報は、なかなか得る機会がなかったので良い機会となる 

 ラジオと言う受動的なメディアから流れてくることが面白い 

 内容と題名が一致しないので説明が必要 



 
○ Lunch Break Cafe 月曜日～木曜日 11:00～13:00 

パーソナリティ (月)ふじみん (火)土山博子 

 (水)中村裕子 （木）石倉真樹子 

＜大原委員＞ 

 昼の時間を使ったコンパクトな番組 

 パーソナリティの軽妙なトークが心地よい 

 曜日ごとに楽しみにされるリスナーがいるのではないか 

 ニュースコーナーが上手で分かり易いナレーションである 

＜足立委員＞ 

 保険のコーナーを途中から聞いた人が分からなかった 

 途中途中でパーソナリティが分かりにくいところをリスナーに代わって質問

をしたらわかりやすい 

 県外の人向けにも情報を入れてもいいと思う 

＜本城委員＞ 

 時間短縮しても満足度は下がっていない 

 パーソナリティも慣れてきている 

 ワンマンスタイルでの違和感はない 

 主婦の情報網で、身近でお得な情報を盛り込んでほしい 

 番組の始めにコーナーのダイジェストがあってもいい 

 

６．審議機関の答申、または改善意見に対してとった措置 

 番組タイトルにあるハレ（晴れ）ケ（日常）の意味が浸透していない 

 制作側の意図が日常のなれ合いと言う形でリスナーに受け入れられ

ないのであれば、構成を検討する必要がある 

 

 ニュースコーナーは、日本海新聞社の協力で 12 時台と 17 時台に流し

ている 

 昼の番組の始めに番組内のコーナー紹介を入れることを検討する 

 

７．審議機関の答申、または意見の概要公表 

    事務所に備え置き  平成 26 年 9 月 23 日 

    ホームページに掲示 平成 26 年 9 月 24 日 

 

８．その他の参考事項 

    特になし 


